
























【正解と解説】

●問題Ⅲ-1
正解は④
静止衛星の公転周期Tは地球の自転周期1日（約86,400秒）である。ケプラーの第3法則 r³
＝GM・T²/(4π²) より軌道半径rを計算すると、r³≒(6.7×10⁻¹¹×6.0×10²⁴×
(86400)²)/(4π²)≒7.6×10²² となり、r≒4.2×10⁷m と算出される。

●問題Ⅲ-2
正解は②
棒状材料に応力を加えた際にひずみが応力に比例する法則を「フックの法則」（A）とい
う。その比例係数は縦弾性係数である「ヤング率」（B）であり、軸方向ひずみに対する
横方向ひずみの大きさの比率を「ポアソン比」（C）と呼ぶ。

●問題Ⅲ-3
正解は③
導体の電気抵抗Rは、抵抗率ρ、長さl、断面積Sを用いて R＝ρ(l/S) と表される。した
がって、電気抵抗は「長さに比例し、断面積に反比例」する。断面積に比例し長さに反比
例するとする記述は逆であり誤りである。

●問題Ⅲ-4
正解は③
微小な電流素片 Ids が位置rにつくる微小磁場 dB を与える基本法則は「ビオ・サバール
の法則」である。

●問題Ⅲ-5
正解は②
汽笛を鳴らした瞬間の船と崖の距離をLとすると、音は崖で反射して往復し、その間に船
は前進する。3.00秒間に音が進んだ距離は 340×3.00＝1020m、船が進んだ距離は 20.0×
3.00＝60m である。音と船の進んだ距離の和が 2L に等しいため、2L＝1020＋60＝1080m 
より L＝540m である。音を聞いた時点の船と崖の距離は 540−60＝480m となる。

●問題Ⅲ-6
正解は⑤
気体を加熱して温度上昇させる際、定圧変化では外部へ体積膨張による仕事を行うため、
定積変化よりも多くの熱量を必要とする（定圧モル熱容量Cp＞定積モル熱容量Cv）。体積
が一定の場合の方が多くの熱を必要とするとする記述は誤りである。

●問題Ⅲ-7
正解は①
室温における熱伝導率は、ダイヤモンド（約1,000〜2,000W/(m・K)）が最も大きく、次い
で銅（約400）、鉄鋼（約50〜80）、板ガラス（約1）の順に小さくなる。

●問題Ⅲ-8
正解は①
クライオポンプは、極低温に冷却されたクライオパネル表面に気体分子を凝縮（氷結）ま
たは吸着させて排気を行う真空ポンプである。

●問題Ⅲ-9
正解は⑤
バルクハウゼン効果は、強磁性体を磁化する過程で磁区の壁（磁壁）が不純物や格子欠陥
に引っかかりながら不連続に移動することに伴う磁化の急激な微小変化（磁気現象）であ
り、固体の格子振動とは直接の関係が最も薄い。

●問題Ⅲ-10
正解は③
銅（Cu、原子番号29）および亜鉛（Zn、原子番号30）は、最外殻のs軌道だけでなく3d軌
道が電子で満たされていく「dブロック元素（遷移元素）」に分類される。sブロック元素



とする記述は誤りである。

●問題Ⅲ-11
正解は④
濃硫酸自体は脱水作用や強酸としての性質が顕著であるが、標準酸化還元電位から見て硝
酸や過マンガン酸塩等と比較して強い酸化力を持つ酸化剤ではない（加熱して熱濃硫酸と
したときに酸化力を示す）。非常に強い酸化剤とする記述は不適切である。

●問題Ⅲ-12
正解は⑤
クープマンスの定理（Koopmans' theorem）によれば、閉殻分子のハートリー・フォック
計算において、電子を1個取り去るのに要するイオン化エネルギーの近似値は、その分子
軌道の軌道エネルギーの符号を反転させたもの（負号をつけたもの）に等しい。

●問題Ⅲ-13
正解は②
HPLCの正式名称は「High Performance Liquid Chromatography（高速液体クロマトグラフ
ィー）」である。High Precision Liquid Chromatography とする記述は誤りである。

●問題Ⅲ-14
正解は③
視覚の光受容機構は、ロドプシン中の補酵素である「11-cis-レチナール」が可視光を吸
収して「all-trans-レチナール」へと光異性化する反応を初発段階として利用している。

●問題Ⅲ-15
正解は⑤
アミノ酸は、分子内に塩基性の「アミノ基（-NH2）」と酸性の「カルボキシル基（-COOH
）」を併せ持つ有機化合物である。水酸基を両方持つとする記述は誤りである。

●問題Ⅲ-16
正解は④
触媒は化学反応の活性化エネルギーを低下させて平衡到達速度を速める物質であり、熱力
学的な化学平衡そのものを移動させることはできない。触媒を加えるとアンモニア生成反
応が進むとする記述は誤りである。

●問題Ⅲ-17
正解は③
等モルの安息香酸と水酸化ナトリウムが中和して安息香酸ナトリウム水溶液が生成する。
液量は20cm³となり、塩の濃度は C＝(2×10)/20＝1.0mol/dm³ である。加水分解定数 Kh
＝Kw/Ka＝10⁻¹⁴/10⁻⁴＝10⁻¹⁰ より、[OH⁻]＝√(Kh・C)＝√(10⁻¹⁰×1.0)＝10⁻⁵mol/dm³ 
となる。pOH＝5 より pH＝14−5＝9.0 である。

●問題Ⅲ-18
正解は①
エタノールと水のような「共沸混合物」を形成する系では、共沸点において気相と液相の
組成が完全に一致するため、通常の単蒸留や精留操作を行ってもそれ以上の分離・濃縮が
不可能となる。必ず分離できるとする記述は誤りである。

●問題Ⅲ-19
正解は④
リン酸イオンや溶存ケイ酸などの栄養塩は、表層水では植物プランクトンによって活発に
消費・枯渇するため極めて低濃度となり、深層へ行くほど有機物の分解・無機化により高
濃度となる（表層低・深層高の分布）。表層で極端に高いとする記述は事実と正反対で誤
りである。

●問題Ⅲ-20
正解は④
乾燥大気中の主要成分の体積比は、窒素（約78.1%）、酸素（約20.9%）、アルゴン（約



0.93%）、二酸化炭素（約0.04%）の順である。アルゴンは二酸化炭素よりもはるかに多く
存在する第3位の気体である。

●問題Ⅲ-21
正解は③
炭素（C）の安定同位体比δ¹³Cの国際標準物質は「PDB（ピーディービー：米国サウスカ
ロライナ州のピーディー層産ベレムナイト化石）」である。CDTは硫黄（S）の標準物質（
キャニオン・ディアブロ隕石のトロイライト）であるため組合せが誤りである。

●問題Ⅲ-22
正解は②
地球全体が1秒間に受ける太陽放射エネルギーの総量は、地球の断面積 πR² に太陽定数S
を乗じた値である。π×(6.37×10⁶m)²×(1.368×10³W/m²)≒3.1416×4.058×10¹³×
1.368×10³≒1.74×10¹⁷W と求まる。

●問題Ⅲ-23
正解は④
花粉分析は主に古気候や植生変遷、堆積年代の推定に用いられる手法であり、断層変位地
形や最新活動時期の特定を目的とするトレンチ調査、地質踏査、空中写真判読等に比べて
活断層調査との直接の関係が最も薄い。

●問題Ⅲ-24
正解は③
地すべりは粘土層や風化泥岩などのスメクタイト（膨潤性粘土鉱物）等を含む「粘性土・
泥質地盤」で緩慢に発生しやすい。山崩れ（表層崩壊）は風化花崗岩（マサ土）等の砂質
土で豪雨時に突発的に発生しやすい。記述の土質が逆であり誤りである。

●問題Ⅲ-25
正解は②
ヘリンボーン型斜交葉理は、潮汐作用による流れの反転（満潮と干潮の往復流）によって
形成される潮間帯・沿岸域堆積相に特有の堆積構造であり、一方向流が卓越する蛇行河川
には見られない。

●問題Ⅲ-26
正解は⑤
両側をほぼ平行な正断層によって挟まれ、周囲に対して相対的に落ち込んでいる細長い低
地帯は「地溝（グラーベン）」である。地塁（ホルスト）は相対的に隆起している山地帯
を指す。

●問題Ⅲ-27
正解は①
圧密試験は主に粘性土の圧縮性、体積変化特性および沈下速度を評価する試験であり、地
盤の破壊強度やせん断抵抗力を直接求める力学試験やサウンディング試験に比べて強度特
性との関係性が最も薄い。

●問題Ⅲ-28
正解は②
我が国の水道法に基づく水質基準において、ヒ素およびその化合物に係る基準値は「
0.01mg/L以下」と規定されている。0.01g/L（10mg/L）とする記述は1,000倍過大で誤りで
ある。

●問題Ⅲ-29
正解は③
ハワイ式噴火は、揮発分が少なく極めて粘性の低い「玄武岩質溶岩」が溶岩噴泉として噴
き上がり広範囲に流下する噴火様式である。流紋岩質溶岩とする記述は誤りである。

●問題Ⅲ-30
正解は⑤



はんれい岩（斑れい岩）は、カルシウムに富む斜長石と単斜輝石・斜方輝石、かんらん石
等を主成分とする苦鉄質の深成岩であり、石英（珪長質鉱物）を主構成鉱物として含むこ
とはない。

●問題Ⅲ-31
正解は④
単斜晶系に属する普通輝石は結晶軸と光軸が斜めに交差するため「斜消光」を示し、斜方
晶系に属する斜方輝石（紫蘇輝石等）は劈開面に対して平行に消光する「直消光」を示
す。説明が逆であり誤りである。

●問題Ⅲ-32
正解は③
プランク関数は黒体放射の分光放射輝度を表す物理関数であり、重力探査や磁気探査（地
磁気・重力異常解析）とは直接の関係が最も薄い。

●問題Ⅲ-33
正解は⑤
ブーゲー補正は、測定点と基準面（ジオイド面）の間に存在する物質の引力を補正する「
重力探査」特有の補正処理であり、地震探査には関係しない。

●問題Ⅲ-34
正解は①
同一条件での観測データを加算平均（スタッキング）した際、ランダムノイズは相殺され
るため、S/N比の向上率はスタッキング回数の「平方根（√N）」に比例する。回数の2乗
に比例するとする記述は誤りである。

●問題Ⅲ-35
正解は⑤
有限要素法（FEM）は偏微分方程式を数値的に解く「フォワードモデリング（順解析手
法）」であり、観測データから地下物性パラメータを逆算・最適化するインバージョン（
逆解析）の最適化アルゴリズムそのものではない。


